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会社概要
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株式会社歯愛メディカル企業名

石川県白山市鹿島町一号９番地１本店所在地

代表取締役社長 清水 清人代表者

２０００年１月設立

１，０００万円資本金

東京証券取引所 スタンダード市場（証券コード：３５４０)上場証券取引所

2,166名(うち、臨時雇用者数 1,052名） （連結２０２4年12月末)従業員数

＜ショールーム＞ 東京、大阪、岐阜羽島
＜営業拠点＞ 札幌、仙台、東京、長野、名古屋、大阪、広島、福岡、鹿児島
＜その他拠点＞ Ci CAD/CAMセンター 3D Design Lab（石川）

拠点

先生とその患者さんに喜ばれたい。
更に社員、取引先に喜んでもらえる会社になりたい

経営理念

当社は歯科医院や歯科技工所を中心に、各種医療機関への通信販売等を主たる業務としております。

経営理念のもと、徹底した「お客様視点」を重視し、全国およそ６万軒の歯科医院に納品、

歯科業界での歯ブラシ販売本数、また歯科通販売上高ではトップシェアとなっております。



歯科医院向け 歯科技工所向け 介護・福祉施設向け 動物病院向け 病院・一般診療所向け

幼稚園・保育園向け 理美容・エステサロン向け 調剤薬局向け 歯科医院向け クリニック向け

カタログ通販事業
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通信販売用カタログを年1回～数回発行
更に適宜、毎月１回以上のセール、ダイレクトメール等により、顧客ニーズに細かく対応



業績
２０２４年度 通期

4



5

2024年度
通期計画

増減2024年度2023年度

（単位：億円）
進捗率計画前年比金額

売上
構成比

実績
売上
構成比

実績

99.9%675.5147.9%＋218.7100.0%674.9100.0%456.3売上高

－－177.5%＋92.931.5%212.926.3%119.9総利益

106.2%23.583.4%▲5.03.7%24.96.6%29.9営業利益

105.9%24.879.6%▲6.73.9%26.27.2%33.0経常利益

102.2%61.3300.9%＋41.89.3%62.74.6%20.8
親会社株主に

帰属する

当期純利益

102.2%122.62－－125.34－41.65
1株当たり

当期純利益（円）

 通販事業、大型医療機器販売事業、CAD/CAM関連事業等において売上高が堅調に拡大、

加えてニッセンHDを当第３四半期から連結したことの影響により、売上高、総利益および総利益率が大幅に拡大。

 新本社ロジスティクスセンター竣工(2023年１０月）により同センターに係る減価償却が開始するとともに、

同センター完全稼働までの移行期間は新旧センター並行稼働により販管費が増加。（同センターは経済産業省より

サプライチェーン補助金の採択を受けており、2025年12月期に補助金額の確定を想定しております）

 ニッセンHDを買収取得した際の会計上の特別利益の計上により、当期純利益が大幅に拡大。

２０２４年度 通期 連結業績概要
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２０２４年度 通期 連結業績概要 ニッセンHD連結による影響額

主な要因

2024年 6月～11月2024年 6月～8月

（単位：億円）
売上構成比実績売上構成比実績

衣料品関連は
季節性の影響を受けるため、
冬季は夏季に比べて
売上・利益ともに増加する
傾向にあります。

100.0%177.3100.0%84.9売上高

48.0%85.047.0%39.9総利益

3.4%6.0－▲3.0営業利益

3.7%6.6－▲2.2経常利益

ニッセンHDを
買収取得した際の
会計上の特別利益計上額
45.1億円

28.4%50.352.5%44.5
親会社株主に帰属する

当期純利益

 クロスセル開始により、取扱い商品の拡充や新たなお客様へのアプローチにチャレンジするとともに、

業績回復のための徹底した経費削減に取り組んでおり、当第４四半期において黒字化を達成。

 ニッセンHDを買収取得した際の会計上の特別利益45.1億円の計上により、当期純利益の大幅拡大に寄与。

（当第3四半期時点においては、企業結合日における識別可能資産及び負債の特定を精査中で、

取得原価の配分が未完了であったため、47.4億円を暫定値として計上）
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２０２４年度 主なトピックス

令和６年能登半島地震が発生
新本社ロジスティクスセンター及び本社事務所等の建物及び設備への
被害が多少発生した中、一次避難所として地域の方へ開放
歯ブラシ、除菌ウエットティッシュ、洗口液等の必要物資を被災地に提供

また、被災地域の歯科医院様、福祉介護施設様等に対して
義援金並びに飲料水、歯ブラシ、除菌ウエットティッシュ等の支援物資を提供

１月

Ciデンタルショーin名古屋を開催２月

Ciデンタルショーin大阪を開催４月

新本社ロジスティクスセンターについて、３月末に歯愛メディカル本体の
移転が完了し、５月末に当社子会社（株式会社デンタルフィット）を含めた
完全移転が完了したことで、旧センターとの並行稼働は終了

５月

韓国Imagoworks社と資本業務提携契約を締結
歯科分野のDX化において、今後さらなる取り組み強化を予定

Ciデンタルショーin福岡を開催

６月
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２０２４年度 主なトピックス

ニッセンHDの全株式を取得
通信販売事業の拡大に向けて取り組みを開始

７月

Ciデンタルショーin東京を開催９月

Ciデンタルショーin神戸を開催

福利厚生制度として企業型確定拠出年金（DC）を導入
１０月

流通株式比率の改善を目的として、株式の立会外分売を実施１１月

白鳩の株式を公開買付けにより取得し、子会社化
通信販売事業の拡大に向けて取り組みを開始

中期経営計画（CiX2027）を策定

１２月

主要都市でデンタルショー開催
大型医療機器販売が好調に推移



73.7%

26.3%

売上高

歯愛メディカル事業 ニッセン事業
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２０２４年度 通期 事業別業績概要

増減
2024年度2023年度

（単位：億円） 前年比金額

109.1%＋41.4497.7456.3売上高
歯愛メディカル

事業
（1月～12月）

106.6%＋7.9127.9119.9総利益

68.3%▲9.520.429.9営業利益

－－177.3－売上高
ニッセン事業
（6月～11月）

－－85.0－総利益

－－6.0－営業利益

77.2%

22.8%

営業利益
ニッセン事業が黒字化、

歯愛メディカル事業は売上高・総利益ともに前年比を上回る

 当第4四半期からセグメントを変更

（詳細は23ページ記載）。

 当第3四半期よりニッセンHDを連結したため、

ニッセン事業は6か月分を計上。

 歯愛メディカル事業は通販事業、

その他事業ともに売上高が好調に推移。

 新本社ロジスティクスセンターに係る減価償却が

2023年9月より開始したこと等により、

歯愛メディカル事業の営業利益が減少。
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２０２４年度 通期 歯愛メディカル事業の売上高

増減
2024年度2023年度

（単位：億円） 前年比金額

106.1%+22.2386.3364.1歯科関連
通信販売事業

112.5%＋7.466.459.0歯科関連以外

134.3%＋10.541.030.6CAD/CAM関連事業
（技工用機器・システム販売、 技工物製造）

その他の事業
207.4%＋1.02.01.0電力小売取次

136.4%＋0.31.10.8デジタル・ソリューション・サービス
（HP作成代行サービス、クラウド型予約システム販売）

108.0%＋0.10.90.8その他

110.0 112.0 
114.5 

119.8 119.5 
123.7 124.4

130.1

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

２０２３年度 ２０２４年度

（億円）

通販事業、その他事業ともに全体的に好調に推移

 2024年6月、11月発刊の歯科総合カタログでの

価格改定を実施。歯科以外も順次対応済み。

 主要都市でのデンタルショー開催等により、

大型機器販売が好調。

 新本社ロジスティクスセンターの能力増強により、

これまで以上に販促を打つことが可能になった。

 2024年6月の保険収載に伴い、口腔内スキャナの

販売台数が大幅に伸長。技工物のデジタル化に伴い、

技工所向けのCADソフトウエアの販売も大きく伸びた。

 電力価格高騰が落ち着き、電力売上収益は増加。

「Ciでんき」も営業を強化し、新規申込数が増加。

ニッセンのお客様からも見積依頼や申込有。

四半期別 売上高推移



11

２０２４年度 通期 歯愛メディカル事業の総利益

増減
2024年度2023年度

（単位：億円） 前年比金額

102.0%+2.1108.3106.1通信販売事業

142.1%+5.819.613.8その他の事業

為替の影響を受けつつも、

通販事業のお客様を支える「その他の事業」が好調

 歯科総合カタログでの価格改定を年2回実施。

 円安、原材料高の影響により総利益率は減少。

 デジタルソリューションサービス（その他の事業）では、

クラウド型予約システム販売やHP作成代行サービス等、

全体的に好調に推移。 10月からは

MEO対策サービスもリリースし、好調が継続。

 電力小売取次（その他の事業）は、

電力市場価格高騰の影響を受け前期一時的に

赤字の状態が続いたこと、一方今期は営業活動を

強化したこと等により、前年比で大幅に伸長。

 電力取次（売上収益＝総利益）以外の事業も

大きく伸長したため、

対前年比でその他の事業の総利益率が減少。

28.5
30.8 30.7 29.8 30.3 

31.9 32.0
33.7

25.9
27.5 26.8

24.9 25.4 25.8 25.7 25.9

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

２０２３年度 ２０２４年度

総利益（億円）

総利益率（％）

四半期別 総利益推移
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２０２４年度 通期 参考データ

前年同期比 105.6％
12月末時点
ご登録お客様数

前年同期比 104.7％年間受注件数

前年同期比 89.3％年間DM発刊通数

 上記は、歯愛メディカル単体の数値となります。
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２０２４年度 通期 販売費及び一般管理費

（単位：億円）

主な要因

増減2024年度
2023年

度
（単位：億円）

前年比金額
うち

ニッセン
事業

賃上げ実施の一方、新本社ロジスティクスセンター
の設備自動化等に伴い倉庫人件費は減少

197.7%+14.813.629.915.1給与手当

72.0%▲2.3－5.88.1倉庫人件費
前期は新本社ロジスティクスセンター本格稼働を
見据えセールに注力していたこともあり、当期は減
少したものの、ニッセン連結により増加

191.2%+6.16.612.86.7広告宣伝費

売上増加に伴う出荷量の増加、新旧ロジスティクス
センター並行稼働に伴う荷造運賃の増加等160.6%+13.612.936.122.5荷造運賃発送費

新本社ロジスティクスセンター竣工により
2023年9月より同センターに係る減価償却が開始231.7%＋11.90.221.09.0減価償却費 ※

2022年度に連結した歯科技工子会社に係る
のれん償却費100.0%±0.0－0.70.7のれん償却

ニッセン、白鳩連結に伴うM＆A関連費用の計上等
を含む292.6％+53.845.881.727.9その他

ニッセン連結により全体的に増加208.7％+97.979.0187.990.0合 計

5431,114473従業員数

5511,052584臨時雇用者数

※経済産業省「サプライチェーン対策のための国内投資促進事業費補助金」の金額確定は、
今期中（２０２5年１２月期）を想定しており、 対象固定資産の圧縮記帳の影響（減価償却費の減額効果等）は、
今期の業績に反映されることを想定しております
（2023年度および２０２4年度は、圧縮記帳前の固定資産価額を基礎として減価償却計算を行っております）。
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２０２５年度 通期 貸借対照表

（単位：億円）

増減2024年
12月末

2023年
12月末

（単位：億円） 前年比金額

170.7%＋124.9303.417８.５流動資産

138.8%＋91.7328.3236.6固定資産

152.8%+216.6631.7415.１資産

158.1%+121.2329.9208.７流動負債

558.0%+22.827.85.0固定負債

136.0%+72.6274.0201.４純資産

152.2%+216.6631.7415.１負債・純資産

130.1%+60.4261.0200.６自己資本

－－41.3%48.3%自己資本比率

242.8%+24.341.217.0現預金

134.9%+23.490.366.9売掛債権・未収入金

182.0%+70.5156.485.9棚卸資産

494.4%+68.185.317.3仕入債務

123.4%+40.2212.1171.9有利子負債
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２０２５年度 通期 キャッシュフローの状況

（単位：億円）
増減2024年度2023年度

＋63.161.5▲1.6営業キャッシュ・フロー（①）

＋56.9▲41.1▲98.0投資キャッシュ・フロー（②）

▲94.53.898.3財務キャッシュ・フロー（③）

＋25.524.2▲1.3
キャッシュ・フロー合計

（①＋②＋③）

＋24.341.217.0現金及び預金などの期末残高

＋120.020.5▲99.5
フリーキャッシュ・フロー

（①＋②）

（単位：億円）
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２０２５年度 通期 キャッシュフローの状況

（単位：億円） （単位：億円） 増減２０２4年度２０２3年度

▲76.212.388.5設備投資※

+13.122.69.5減価償却費

※主な設備投資： 新本社ロジスティクスセンター用地（石川県能美市にて建設・竣工）

（単位：億円）



通期業績予想
２０２５年度
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２０２５年度 通期 連結業績予想

2025年度
通期

2025年度
下期

2025年度
上期

前年比金額前年比金額前年比金額

140.8%950.0113.2%488.9189.6%461.1売上高

165.8%41.4151.9%22.9187.3%18.4営業利益

162.8%42.7142.5%23.5197.3%19.2経常利益

49.9%31.326.9%15.3276.7%16.0
親会社株主に帰属する

当期純利益

4.5%4.8%4.2%経常利益率

62.57円30.61円31.96円一株当たり当期純利益

 補助金額の確定に伴う圧縮記帳は2025年度上期に実施予定のため、

圧縮記帳後の固定資産価額を基礎として計算した減価償却費の１２か月分を計上しております。

 下期および通期の当期純利益が前年比で大幅に減少している主な要因は、

2024年12月期第3四半期において、ニッセンHDを買収取得した際の会計上の

特別利益を計上したことによるものとなります。

（単位：億円）



売上高の推移（億円） 純利益の推移（億円）
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２０２５年度 通期 年間配当予想

（単位：億円）

1株当たり連結純利益および配当金

2025年度
（予想）

⇒
2024年度

（実績）
⇒

2023年度
（実績）（単位：円）

62.57⇒125.34⇒20８.２７※1株当たり連結純利益

0.00⇒0.00⇒0.00中間配当金

未定⇒12.53⇒25.22期末配当金

未定⇒12.53⇒25.22年間配当金

配当性向目標 ： 連結純利益の10%

現時点では配当予想額は未定ですが、次期以降の剰余金の配当については、経済産業省
「サプライチェーン対策のための国内投資促進事業費補助金」の入金による財務体質の
向上を見込んでいることから、そうした状況等も勘案した上で、利益配分に関する
基本方針の見直しを検討してまいります。

※当社は、2024年７月１日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。
2023年度（実績）については当該株式分割前の実際の配当金の額を記載しております。



事業説明
２０２４年度 通期
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10.1%

9.9%

9.7%

ピーディーアール

3.9%

4.7%

5.4%

5.5%

5.6%

5.7%

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2019年度

(381.2億円)

2020年度

(472.5億円)

2021年度

(493.1億円)

2022年度

(518.9億円)

2023年度

(531.3億円)

2024年度予測

(543.1億円)

マーケットシェア（通信販売）
2023年度の販売実績は、３55.4億円、
金額シェアは、66.9％でトップシェアを獲得しています。
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38.2%

46.7%

43.6%

39.7%

38.4%

33.7%

歯愛メディカル

24.4%

21.7%

23.4%

24.6%

24.1%

26.5%

オーラルケア

12.2%

9.6%

10.4%

11.4%

11.4%

11.6%

ライオン

9.8%

8.5%

8.5%

9.8%

11.3%

12.6%

ジーシー

3.7%

3.1%

3.2%

3.5%

3.8%

3.9%

サンスター

11.7%

10.4%

10.9%

11.0%

11.0%

11.7%

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2019年度

(9,812万本)

2020年度

(10,721万本)

2021年度

(10,782万本)

2022年度

(10,704万本)

2023年度

(10,750万本)

2024年度予測

(10,381万本)

マーケットシェア（歯ブラシ）
2023年度の販売実績は、15.6億円、4,128万本、
金額シェアは、16.3％、数量シェアは、38.4％でトップシェアを獲得しています。
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ビジネスパートナー：ニッセンホールディングス

ｎ
ｉ
ｓ

ｓ
ｅ

ｎ

株式会社 ニッセンホールディングス
創業１９７０年４月、売上高３９５億円、従業員数1,319名
住所：京都府京都市南区西九条院町26番地

提案
医療機関・施設で
働く多くの女性医療
従事者へ

Ｃ
ｉ

株式会社 歯愛メディカル
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提案
医療機関・施設で
働く多くの女性医療
従事者へ

ビジネスパートナー：白鳩

25

株式会社 白鳩
創業１９６５年10月、売上高63億円、従業員数177名
東京証券取引所スタンダード 上場
住所：京都府京都市伏見区竹田向代町505番地

Ｃ
ｉ

株式会社 歯愛メディカル



© Ci Medical All Rights Reserved.

通販事業（ＢtoＣ）デンタルフィット

業績推移（百万円）

取扱商品
CiグループのBtoC部門を担うグループ会社で、毎年約10％の成長傾向を継続
ハブラシなどオーラルケアを中心に、医療商品を取り扱っている
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大型機械販売
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大型機械販売



全国に広がるＣｉネットワーク

29

札幌

仙台

東京

長野

名古屋大阪

鹿児島

福岡

広島

岐阜羽島

神戸

横浜

能美新本社
広島営業所

福岡営業所

東京ショールーム

新大阪ショールーム

岐阜羽島ショールーム

能美新本社ＬＣ

CAD/CAMサポートセンター

旭丘ＬＣ

鹿島ＬＣ



国内展示会

30

福岡（2024年6月） 東京（2024年9月）

神戸（2024年10月） 京都（2024年11月）



口腔内スキャナ

口腔内スキャナ・フェイススキャナ

フェイススキャナ

31



ＡＩ、ＣＡＤソフトウェア

32

X

症例数

63,745症例以上

クラウンが完成するまで
の平均クリック数

3回

使用国数

96ヵ国以上

月間アクティブユーザー数

1500ユーザー以上

クラウン設計をAIで自動化

初期費用ゼロ、ライセンス費用ゼロ、デザインし出
力したクラウンのみ費用が発生するため経済的

わずか1分で
デザインが完了

２０２２年１２月：独占販売代理店契約締結

２０２３年 ６月：サービス開始

２０２４年 ７月：資本業務提携締結



ワンデースマイルの実現

①口腔内スキャナで歯の印象を取得（上下顎３分程度）

印象材で歯
の型を取得
（20分程度）

自動支台歯検知 自動マージンライン検知 自動クラウン設計

③デザインされたクラウンを院内で加工（約17分）

完焼結型ブロック
熱処理不要で研磨だけで口腔内にセット可能

補綴物の納品まで
２～４日

従来の補綴物の作成（２～４日）

模型を読み込みCADソ
フトでデザイン作業
（20分程度）

患
者
さ
ん
は
そ
の
日
に
最
終
補
綴
物
を
装
着
し
て
帰
宅 33

チェアサイド向けミリングマシン

②AIが自動でクラウン設計をわずか数分で完了



歯愛メディカルCAD/CAMセンター
（石川県川北町）

ＣＡＤ/ＣＡＭセンター／歯科技工グループ会社

サクラ歯研
（大阪府堺市）

ナイキ歯研
（大阪府枚方市）

ＴＤＳ（神奈川県横浜市）

34

ＴＤＳ（青森県青森市）

ＴＤＳ（神奈川県横浜市）

ＴＤＳ（東京都渋谷区）

ＴＤＳ（長野県諏訪市）

業績推移（百万円）
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お客様の声

WEB広告では接触しにくいシニア
層の医師にダイレクトにアプローチ
できる貴重なメディアだと思います。
(広告代理店)

いろいろな媒体に出稿していますが、
客単価が他媒体からの流入より3倍
程あります。媒体への信頼感がうか
がえます。
(輸入販売代理店)

コンパクトなページ数の中に的確に
コンテンツがまとまっているので、
読み疲れしない。診療の合間や短い
休憩時間にさっと目を通すことがで
きていい。
(60代／東京都／⻭科医師)

大学でお世話になった先生が紹介さ
れており手に取りました。医科以外
にも、⻭科や獣医療、調剤薬局など、
他の分野の現状を知ることができて
刺激になります。
(50代／福岡県／医師)

クライアント

読者

広告/出版 かがやき
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お客様の声

ほぼ全ての⻭科医院にダイレクトに
送付されており、認知度とリーチ力
は抜群です。ターゲットが明確なた
め結果が出やすいのも魅力です。
（決済代行サービス会社）

創刊から15年、⻑年に亘り培った
信頼性は⻭科業界の中でもトップク
ラスだろうと思います。
（⻭科材料メーカー）

著名な先生方のインタビューを毎号
楽しみにしています。先生それぞれ
の⻭科医療に対する考え方を知るこ
とで、刺激になったり勉強になるこ
とが多いです。
（40代／大阪府／⻭科医師）

読み応えのあるインタビュー記事や、
最新の研究などを知ることが出来る
トピックスなど、情報収集に役立っ
ています。バックナンバーも保管し
ているぐらいです。
（50代／千葉県／⻭科医師）

クライアント

読者

広告/出版 デンタリズム
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電力小売取次事業 Ｃｉでんき

売電額の推移（百万円）

取次収入・負担金の推移（百万円）

37

218

1,130

1,952

2,723

3,375

4,059

4,703 4,759 4,829

5,830

0百万円

1,000百万円

2,000百万円

3,000百万円

4,000百万円

5,000百万円

6,000百万円

7,000百万円

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025予定

14
61

101
151

225

293 298 317

229

352

-300百万円

-200百万円

-100百万円

0百万円

100百万円

200百万円

300百万円

400百万円

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025予定

取次収入 負担金



デジタル商材（自動釣銭機・アポイントメントシステム）

38



歯髄再生－アエラスバイオ社との取り組み

39

27件!



３つの成長戦略

お客様に選ばれる「ファーストコールカンパニー」へ
業界・業種ごとに展開している各種サービスについて、質・量を常に見直し改善し続けることで、
「何か困ったことがあればCiに相談してみよう」と思っていただける存在になります

歯科医院

歯科技工所

販売
（材料）

インフラ整備
サポート

販売
（消費財）

販売
（機器）

業務効率化
サポート

デジタル化
サポート

機器
メンテナンス

情報配信

歯科医院 歯科技工所

病院/一般病院 介護/福祉施設

ビューティ
サロン

調剤薬局

幼稚園/保育園 動物病院

販売
（消費財）

販売
（機器）

デジタル化
サポート

機器
メンテナンス

情報配信
販売

（材料）

インフラ整備
サポート

業務効率化
サポート

新サービス新サービス

新サービス 新サービス

新サービス 新サービス

新サービス 新サービス

多くのお客様に喜んでいただける商品やサービスを充実させることで、当社自身も成長してまいります
40



３つの成長戦略

新本社ロジスティクスセンターの能力最大化から
グループサプライチェーンの最適化による競争優位性の確立
【能力最大化】
最新設備を兼ね備えた新本社ロジスティクスセンターについて、AIの活用により管理面の効率化を推し進め、
センター内各設備の能力を最大限引き出すことにより、物流コストの一層の低減を実現します

【競争優位性の確立】
グループ各社の物流業務最適化（部分最適）を契機に、グループ全体のサプライチェーンの
最適化（全体最適）を実現することで、新本社ロジスティクスセンターの競争優位性を確立してまいります

ステップ１ 部分最適

グループ各社の物流センター
DX化を推進し、各社の物流コ
ストを低減させるとともに、
AI導入により品質向上や管理
工数削減を図る

ステップ2 全体最適への移行

各社で実現された部分最適を
グループ内に展開することで、
商品特性に合わせた保管拠点
や出荷場所等の最適化を実現
する

ステップ3 全体最適の実現

センター内にとどまらず、
仕入先からお客様までのサプ
ライチェーンをグループ全体
で最適化させ、競争優位性を
確立する

段ボール箱品自動積付けロボット 自走式小型ロボット仕分け装置段ボール箱品収納自動倉庫 荷姿変換ステーション
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旧本社（石川県白山市）の活用について

42

旧ロジスティクスセンターの業務内容
・ニッセングループの物流受託（一部）、3PL事業の拡大

再稼働の狙い
・これまで割高な外部倉庫に外注していた出荷、保管等の物流業務を受託することで、

当社グループ全体のコストダウンを図る。

・新ロジスティクスセンターの将来的な活用方法を見据え、

旧ロジスティクスセンターも現在から稼働させることで、さらなる出荷・保管能力の増強に繋げる。

再稼働による業績への影響
・外注にかかるコストの削減

旧本社（石川県白山市）を

グループサプライチェーンの最適化を目的とし、

ロジスティクスセンターとして、

当第４四半期より再稼働しております。



３つの成長戦略

上記の取り組みを通じて、歯科医院および歯科技工所の業務を進化・効率化するとともに、
患者さんの満足度を高めてまいります

歯科医院

口腔内スキャナ

AIによる
自動デザイン

歯冠修復物の
加工機

歯冠修復材料

医院によっては
即日治療の実現が可能に

デジタル化による業務効率化で
患者さんとスタッフの負担を軽減

Ciモール 必要な時に歯科・技工材料を即注文

通信販売、大型機器販売、歯科ＤＸの３本柱による歯科医療発展への貢献

クラウドを通じたデータ転送

市場規模約3,000億円の
歯科技工をDX化

AIで深刻な技工士不足を解消

CADCAM冠や口腔内スキャナの
保険収載、脱金属により
急速に拡大するデジタル

デンティストリー市場での成長

歯科技工所

デジタルワークフ
ローによる大幅な業
務効率化と品質の均
一化を実現

スキャナ

３Dプリンタ

歯冠修復物の
加工機

AIによるDデザイン
業務の自動化で大幅
な業務効率化を実現

患者さん

即日治療の実現により、
歯科治療における通院

回数が大幅に軽減

「ワンデースマイル」
サービスの展開

治療
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質疑応答
２０２４年度 通期


